
■本年は政令指定都市移行・区政施行２０年 

●平成１３(2001)年５月１日に 

 浦和市、大宮市、与野市の合併で誕生。 

●平成１５(2003)年４月に 

 政令指定都市への移行→本年で２０周年。 

●平成１７(2005)年４月に岩槻市との合併。 

 人口約１３４万人を擁する首都圏を代表する大都市へと発展。 

■さいたま市の成長力 市内外から高い評価 

●人口の増加数＝令和２(2020)年、令和３(2021)年連続全国１位。 

●０歳から１４歳までの子どもの転入超過数＝ 

        平成２７(2015)年から令和３年まで７年連続で全国1位。 

 本市は子育て世代を中心に選ばれる都市となっております。 

●財政の健全性＝政令指定都市中、財政力指数は３番目に高く、 

●市民一人当たりの市債残高は２番目に低い。 

 健全な財政状況を維持しています。 

●市民満足度（今年度の市民意識調査） 

●本市を「住みやすい」と答えた市民の割合は８７．２％、 

●本市を「住み続けたい」と答えた方は８７．１％、過去最高の結果。 

●３年連続でいずれの割合も８５％を超える結果となりました。 

●「全国市区ＳＤＧｓ先進度調査」（日本経済新聞社 本年１月発表） 

●前回調査に続き２回連続で総合１位。 

 民間のランキングにおいても高い評価をいただいています。  

■さいたま市の新時代に向けて 

●感染症を克服し、真に災害に強いレジリエントシティを目指す。  

●ポストコロナの新たなさいたま市の創造。 

●誰一人取り残さず、誰もが住みやすく持続可能な地域社会実現。  

●新たな時代に対応する市役所の創造。 

令和5年度予算案（過去最大）の概要 

ポストコロナを見すえ、さいたま市新時代への 

    シンカ（進化・深化・真価）に取り組む予算 

来年度の一般会計当初予算総額は、 

●対前年度比５．０％増で６，６９０億円、過去最大の予算規模。 

●特別会計予算総額は３，２４４億円、 

●企業会計予算総額は１，３５４億円、 

●全会計予算総額は過去最大の１兆１，２８９億円となりました。 

■令和5年度の主な事業等 

●感染症や自然災害に備えた強靭な都市づくり 

●ポストコロナを見据えたさいたま市の魅力づくり 

●誰一人取り残さない持続可能でインクルーシブな地域づくり 

●公民学共創と質の高い市役所づくり 

 

■総合振興計画の重点戦略■関連事業 

➊ 先進技術で豊かな自然と共存する環境未来都市の創造  

➋ 一人ひとりが“健幸”を実感できるスマートウエルネスシティ創造  

➌ 笑顔あふれる日本一のスポーツ先進都市の創造  

➍ 子どもたちの未来を拓く日本一の教育都市の創造  

➎ ヒト・モノ・情報呼込み、東日本の未来を創る対流拠点都市創造  

➏ 子どもから高齢者まで、あらゆる世代が輝けるまちづくり  

➐ 激動する新時代に「未来技術」で躍動する地域産業づくり  

➑ 災害に強く、市民と共につくる安全・安心なまちづくり  

➒ 環境に配慮したサステナブルで快適な暮らしの実現  

➓ 絆で支え合い、誰もが自分らしく暮らせるまちづくり  

⓫ 質の高い都市経営の実現   

 

■「悠々として急げ」  

 「悠々として急げ」という言葉があります。 

何事も周到な準備と計画、そして機を捉えて実行することが肝要で

ある、という意味が込められています。 

 これまで多くの先人たちの長年の努力により、 

 ・築かれた歴史や伝統、 

 ・磨かれた文化、 

 ・発達した都市機能、 

 ・水と緑豊かな自然環境。 

 いままさに、本市が有するこれらの貴重な財産を次の時代に伝

え、未来を生きる子どもたちが希望を持って歩んでいけるよう、新た

なチャレンジに取り組んでいかなければなりません。 

「上質な生活都市」「東日本の中枢都市」 

という都市像の実現に向け、私は引き続き 

・「責任と共感・共汗」、 

・「徹底した現場主義」、 

・「公平・公正・開かれた市政」の基本姿勢を貫き、 

皆様とともに力を合わせ、一歩ずつ着実に歩みを進め本市の未来

を全力で拓いてまいります。  

 

（令和５年２月１日 さいたま市議会本会議場） 
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